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 （発行元）愛南町消防本部防災対策課 ℡72-0131  
  

水害に備えて～日頃から最新の気象情報をこまめに確認～ 

平成 30 年７月豪雨災害から５年が経過しました。この災害により町内では 47 戸の住家被害があ

り、県内では現在でも復興に取り組む地域があります。 

気象庁発行の「気象業務はいま 2023」には、極端な大雨は 1980 年頃と比較しておおむね２倍程

度に頻度が増えており、近年の日本の降水及び大雨に関しては、①年間水量は変わらないが雨の降

る日は減少している。②大雨の年間発生回数は増加しており、より強度の強い雨ほど頻度の増加率

が大きいと記載されています。つまり、雨の降る日が減っている一方で、年間の雨の量は変わらな

いが、一度に降る雨の量が増えていることになります。 

家のまわりの点検・準備 

大雨による被害は、全国で毎年発生しています。いつやって来るか分

からない地震と違い、台風や集中豪雨は天気予報からある程度予測でき

ます。普段から気象情報を入手し事前対策を取ることで、被害を最小限

に抑えられます。 

大雨が降る前に、家の周りの側溝が詰まっていないか確認し、水はけを良くしておきましょう。 

また、大雨で敷地内や建物の中が浸水しそうな場合、水の勢

いが小さい場合は、大きめのゴミ袋やポリタンク等に水を入れ

て水の侵入口となるところに並べたり、長めの板と土のうで臨

時の止水壁を作ったりして、家庭にあるものを使って、水の侵

入を減少させることができます。 

安全な避難先とルートの確認 

 避難とは難を避けること、つまり安全を確保することです。安全な

場所にいる人は、避難場所に行く必要はありません。平常時にハザー

ドマップ等で、普段いる場所が避難の必要な地域なのか確認し、避難

先と避難ルートを確認しておきましょう。 
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ロープは災害時に必須ともいえるアイテムです。 
また、生活の中でも荷造り、引っ越し、キャンプなど 
いろんな場面で使われます。今回は二場危機管理 
専門官が選んだ代表的なロープワークを紹介します。 
  
ボーラインノット （もやい結び） 
簡単な結び方で強度が高く、ほどきたいときは簡単にほどける。様々な場面で活躍できる結び方です。 

用途 立ち木や杭にロープを結ぶ、バケツの吊り上げ、テントやタープに結ぶ など 

    

 
トートラインヒッチ （自在結び） 
結び目を使って長さや張りを調整ができる結び方です。 

用途 テントやタープの設営 

   

   

 
スクエアノット （本結び） 
ロープ同士をつなぎ合わせるときの基本的な結び方です。 

用途 短いロープ同士をつなぐ 

   

 

災害に備えて 防 災 
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防災対策課 

二場危機管理専門官
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結び目を前後に動かして 

張りを調整 


